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11:40 24A01

CFA Institute Research Challenge
CFA Institute Research Challenge
代表者: 近藤 慶次 (Keiji Kondo・環境情報学部3年)
団体名: Team CFA
共同活動者: 立花 怜央(総合3年)、大宮 舞凜(環境3年)

11:50 24A02
DXハイスクール採択校における AI共創型教育プログラムの実践と発展
AI Co-creation Education: Practice and Progress in DX High Schools
代表者: 笹埜 健斗 (Kento Sasano・学会員)

12:00 24A03

若年女性の検診受診を促進する広報動画
Video to Promote Cervical Cancer Screenings Using Mobile Units Among Young Females
代表者: 龍見 夏菜子 (Kanako Tatsumi・看護医療学部1年)
団体名: サニーズ V
共同活動者: 村田 ゆり(看護1年・共同発表者)、髙橋 愛海(政メ特任研究員)

12:10 24A04

地域で移動検診車の利用を促すポスター作り
Designing a Poster to Promote Cervical Cancer Screenings Using Mobile Units
代表者: 田中 春名 (Haruna Tanaka・看護医療学部1年)
団体名: サニーズ P
共同活動者: 近藤 奏(看護1年)、堀越 美那(看護1年・共同発表者)

12:20 24A05

インクルーシブな地域のランドスケープデザインへの実践
Practices for regional landscape with inclusive design
代表者: 石川 初 (Hajime Ishikawa・環境情報学部 教授)
団体名: SFCと地域住民で取り組むサステイナブルでインクルーシブな地域と社会のRe-design

12:30 24A06

MUSHROOMS on SFC
MUSHROOMS on SFC
代表者: 和田 匠平 (Shohei Wada・環境情報学部4年)
団体名: 慶應SFCきのこ調査班＠黒田研
共同活動者: 田中 基彌(環境4年)、木田 隆成(総合4年)

12:40 24A07

まちかどのミュージアムと担い手たちの横顔 in土浦
The historical  practice around of local museum
代表者: 山口 瑛介 (Eisuke Yamaguchi・環境情報学部3年)
団体名: 清水亮研究会
共同活動者: 眞道 叶哉(環境3年）、寺井 拓(総合3年）

12:50 24A08

ドラッグストアプロジェクトアクティビスト班 -カワチ薬品へ経営陣刷新提案 -
Drugstore Project (Activist team) -Proposal of Management Reshuffle to Cawachi Ltd.
代表者: 辻 優子 (Yuko Tsuji・環境情報学部3年)
団体名: 保田隆明研究会
共同活動者: 工藤 靖輝(環境3年)、齊藤 心愛(総合2年)

13:00 休憩1
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般
研
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13:10 24P09

情動遷移に関する脳波研究
Electroencephalographic Analysis of Oscillatory Activity Specific to Emotional Transitions
発表者: 五ノ坪 優馬 (Yuma Gonotsubo・政策・メディア研究科 修士課程)
研究会: 青山敦研究会

13:20 24P10

国連におけるNGO協議資格取得障壁の予備的調査： NGO所在国を中心に
Study on Barriers to NGOs' UN Consultative Status: Focus on NGO Countries
発表者: 國武 悠人 (Yuto Kunitake・環境情報学部4年)
研究会: 新保史生研究会

13:30 24P11

我々は本当に投資をすべき ?CRRA効用関数を用いたシミュレーション
Should We Really Invest? Simulation Using CRRA Utility Function.
発表者: 立花 怜央 (Reo Tachibana・総合政策学部3年)
研究会: 和田龍磨研究会

13:40 24P12

バスク地方で「新話者」になる   全寮制バスク語学校のエスノグラフィー
An ethnography of a boarding school for Basque language study
発表者: 西中 奈々 (Nana Nishinaka・政策・メディア研究科 修士課程)
研究会: 藤田護研究会

13:50 24P13

孫との交流頻度が祖父母のウェルビーイングに与える影響について
The Effects of Interaction Frequency With Grandchildren on Grandparents' Well-Being
発表者: 木元 麻鈴 (Marin Kimoto・政策・メディア研究科 博士課程)
研究会: 森さち子研究会

14:00 24P14

コンゴ民主共和国での交流を通じたプラットフォーム基盤構築と活動の展開
Platform Development and Activity Expansion through an Intercultural Exchange Program in the Democratic Republic of the Congo
発表者: 佐藤 美乃 (Yoshino Sato・総合政策学部4年)
研究会: 長谷部葉子研究会

14:10 24P15

保護領時代モロッコにおけるフランスの集大成としての都市計画
Extracting the Essence of Urban Planning from the French Protectorate in Morocco
発表者: 秋田 頌太 (Shota Akita・環境情報学部4年)
研究会: シェッダーディ・アキル研究会

14:20 24P16
(Video)

細菌の可動性DNA（プラスミド）における除草剤分解遺伝子の獲得と喪失の推定
Inferring the Gain and Loss of Herbicide-Degrading Genes in Bacterial Mobile DNA
発表者: Tianyu Lu (Tianyu Lu・環境情報学部4年)
研究会: 鈴木治夫研究会
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14:40 24A17

ザンビア共和国ルサカにおける水質及び微生物調査と水耕栽培の研究
Survey on Water Quality and Microbiome and Trial of Hydroponics in Lusaka, Zambia
代表者: 毛野 瑞希 (Mizuki Keno・看護医療学部3年)
団体名: アフリカ医療研究会
共同活動者: 宮内 唯衣(医4年・共同発表者)

14:50 24A18

環境DNAを用いた森林生物多様性のモニタリング手法の開発
Development of Biodiversity Monitoring Methods for Forests Using Environmental DNA
代表者: 川上 仁之 (Hitoshi Kawakami・政策・メディア研究科 修士課程)
団体名: 一ノ瀬研究会 生物多様性モニタリンググループ
共同活動者: 湯浅 拓輝(政メ博士課程)

15:00 24A19

沖縄県を対象とした  自然の素材を使った玩具や遊びの調査
Research on Toys and Play Using Natural Materials in Okinawa
代表者: 加藤 初百合 (Hayuri Kato・環境情報学部2年)
団体名: ナメコ.スタジオ
共同活動者: 滑川 寛(環境3年)

15:10 24A20

SFCをREVIEWする
SFC REVIEW
代表者: 吉松 野乃子 (Nonoko Yoshimatsu・総合政策学部2年)
団体名: KEIO SFC REVIEW
共同活動者: 藤田 叶子(総合3年)、東 史華(総合4年)

15:20 24A21

「病気と共に生きる子どもたちの支援方策」の実装に向けた体験型学習
Experiential Learning to Consider Support for Children Living with Illness
代表者: 小澤 典子 (Noriko Ozawa・看護医療学部 専任講師)
団体名: 子どもの支援にまつわる教育支援チーム
共同活動者: 冨崎 悦子(看護 専任講師)、添田 英津子(看護 准教授)

15:30 24A22

分子生物学的手法を用いた生命機構の解明
Elucidation of life mechanisms using molecular biological approaches
代表者: 石渡 智里 (Chisato Ishiwata・環境情報学部4年)
団体名: 分子生物学研究グループ
共同活動者: 荻野 馨(環境4年)

15:40 24A23

大学生に向けた骨髄バンク啓発活動〜ドナー公欠制度導入を目指して〜
Awareness Campaign on Bone Marrow Donation for College Students~Aiming to introduce Donor Leave System to Keio~
代表者: 佐々木 つづる (Tsuzuru Sasaki・総合政策学部4年)
団体名: 秋山美紀研究会つなぐ班
共同活動者: 山本 千聖(総合4年)、滝口 萌(総合3年）

15:50 閉会式

原田真美
第24回 学術交流大会 プログラム
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